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1 SEBS 系粘着剤(ヤスハラケミカル㈱様 提供) の測定結果（1994）  

1-1）せん断モードでの温度分散データの比較 
① 周波数 110Hz, 昇温速度 5℃/min ②周波数 11Hz, 昇温速度 5℃/min   
③ 周波数 1.1Hz, 昇温速度 5℃/min ④周波数 0.11Hz, 昇温速度 2.5℃/min 

  以上各条件で行ったせん断モードでの測定を 貯蔵、損失弾性率および tanδについて 
 比較した結果を本頁後半から連続してしめす。  

 
SEBS 系ホットメルト粘着剤の温度分散データについてのまとめ： 
試料について、 
（1）SEBS 系ホットメルト粘着剤は高温領域でも周波数依存性が大変大きい。 
装置について、 
（2）DVA-200(測定装置)せん断モードでは弾性率 108～102.5 Pa でよいデータが得られる。 
（3）弾性率 108 Pa 以上では装置コンプライアンスのため、弾性率は小さめに評価される。 
（4）弾性率 102.5 Pa 以下では、検出される力が小さいのでデータにバラツキがでる： 
  Gi（損失弾性率）は値が 103 Pa 以上でありきれいなカーブだが、Gr（貯蔵弾性率）は 
  102.5 Pa 以下になりバラツキがでる。 それを反映し両者の比である損失正接では、 
  tanδ＞10 でバラツキがみられる。 なお tanδ＞10 は粘稠な液体といえる領域である。 
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1-2）せん断モードでの周波数分散測定とマスターカーブ作成 
 

①マスターカーブ(横軸は換算周波数)   
②測定の時間経過(横軸は経過時間)、 
③貯蔵弾性率の生データ（横軸を実際温度） 
④ 貯蔵弾性率生データの周波数依存性（横軸は実際の測定条件の周波数）  
⑤ シフトファクタ（貯蔵弾性率の生データの重ね合わせ＝マスターカーブ作成で 

もちいた時間温度の換算関係） 
の 5 図を連続してしめす。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
① マスターカーブ(横軸は換算周波数)  

Er で重ね合わせのシフトをおなっている。 Ei, tanδについても同一のファクタを使用し

てシフトいる。 各変数はかなりきれいにそれぞれ、1 本のかさねあわせカーブになっている。 
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② 測定の時間経過(横軸は経過時間)  →  DVA での周波数分散測定の迅速さ 
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③貯蔵弾性率生データの実測温度表示（各ステップの温度安定性わかる） 
 → DVA の温調精度の高さ 
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④ 貯蔵弾性率生データの周波数依存性（横軸は実際の測定周波数） 
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⑤ シフトファクタ、すなわちマスタカーブ作成でもちいた時間温度の換算関係 
→ 滑らかなカーブが得られる理由は力学精度以外に温調精度にあると推定 
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2 SIS 系粘着剤(荒川化学㈱様 提供) の測定結果（1995）  

 注）この粘着剤組成はホットメルトとしても使用可であるが、試料はトルエン溶液から流涎 
   法で作成されたものである（SIS 系特有のドメイン構造を反映し流涎法試料はホットメ 
   ルト法にくらべて高めのゴム状弾性率を示す場合がある）。 
  
2-1）せん断モードでの温度分散データ： 
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2-2）引張モードでの温度分散データ： 
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2-3）引張モード・せん断モードでの温度分散データの重ねがき  
 図では log(Gr) と記されているが せん断、log(Gr) 引張、log(Er)をプロットしている。 
両者のゴム状領域での差は log3 程度で妥当なものである。 tanδは大体一致している。 
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2-4）せん断モードでの周波数分散データから求めたマスタカーブ(上図)とシフトファクタ(下図) 
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3 NR 系粘着剤の測定結果（1995） 

 (荒川化学㈱様 提供、試料はトルエン溶液から流涎法で作成)   
3-1）せん断モードでの温度分散データ 
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3-2）引張モードでの温度分散データ 
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3-3）引張モード・せん断モードでの温度分散データの重ねがき  
図では log(Gr) と記されているが せん断、log(Gr) 引張、log(Er)をプロットしている。 
両者のゴム状領域での差は log3 程度で妥当なものである。 tanδは大体一致している。 
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3-4）せん断モードでの周波数分散データから求めたマスタカーブ(上図)とシフトファクタ(下図) 
SIS 系とくらべ、こちらの NR 系のほうがマスターカーブの 3 変数がそれぞれ 1 本の線に収まって

いる程度が高い。 流涎法で作成した SIS 系は加熱でドメイン構造が多少、変化するなどの可能性

などもあり、将来、検討に値する課題である。 
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4 アクリル系粘着剤の測定結果（1998） 

 日本触媒㈱様 提供、試料は酢酸エチル溶液から流涎法で作成)。 A 架橋なし、B, C の順 
 で架橋度アップしている 
4-1）温度分散 せん断 A,B,C の順でしめす。 
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4-2）Ａ，Ｂ，C，3 試料の温度分散データ比較。 上図 Er と tanδ、下図 Ei 
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4-3）Ａ，Ｂ，C，3 試料の周波数分散データ  
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以上、アクリル粘着剤のマスタカーブは同一のシフトファクタで 3 変数とも、きれいに重ね合わせ

ができる。 マスタ-カーブをつくることにほとんど疑問を感じない例である。（一方、ドメイン構

造をつくる SIS 系では 今後さらなる研究が必要と考える）。  
 
 
4-4）シフトファクターとアレニウスプロット、見かけの活性化エネルギー 
次頁に 4-3）でのシフトをおこなった シフトファクタをしめす。A,B,C 間で形は大体同じであ

る。 すなわち、粘着剤のような微架橋ではシフトファクタはあまり変わらないといえる。 これ

らのシフトファクターグラフで横軸を （１／絶対温度）スケールとし、流動域での活性化エネル

ギーを求めることもよく行われる。 DVA ソフトではそれらの操作も自動化している。 こうして

求めた流動域での活性化エネルギーもまた、A,B,C 間（架橋にはの差）ではほとんど差がみられ

なかった。 後者はアレニウスプロットとも呼ばれる。 次々頁に C についての結果のみ提示する。 
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4-5）試料 [C] 引張モードでの測定 
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4-6）試料 C 引張、せん断両モードでの温度分散データの重ねがき 

予想される結果である。 tanδの山の形、位置はよく一致している。  
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  注）本文の図中、SEBS 系で PSA と記載しているものは、上記の YS/A もしくは YS/B 
    に相当します。  
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